
編集の視点で地域の魅力を発信 

「エディット KAGAMIGAWA」第 3 回講座 

 

 

 

 1 月 24 日（火）に、オンラインにて「エディット KAGAMIGAWA」第 3 回講座を実施し

ました。 

 

 受講生 15 人が参加。1 月 6 日（金）～8 日（日）に高知市・鏡川流域で実施したフィー

ルドワークを振り返りつつ、2 月に予定している青山ファーマーズマーケットへの出店準備

を進めました。 

 

 最初に、青山ファーマーズマーケットがどん

な場所なのか、また今回の講座の中での位置づ

けなどを全体で確認しました。フィールドワー

クで訪れた事業者さんにご協力いただいて、鏡

川の魅力がたっぷり詰まった商品を販売する予

定です。受講生の中には出店に向けて青山ファ

ーマーズマーケットに見学に行った人もいて、        

熱意は十分です。 

 

 

 次に、4 グループに分かれてフィールドワーク

の振り返り。写真を見ながら、楽しかった体験や

心に残ったお話、鏡川で感じたことなどについて

共有しました。残念ながらフィールドワークに参

加できなかった受講生も、楽しい雰囲気や鏡川の

魅力を感じ取ることができました。 

 

 

 

 



 そしていよいよ出店準備に入ります。グルー

プごとにコンセプトとブース名を考えました。

出てきたアイデアは、鏡川への思いが詰まった

ものばかり。投票でブース名は「こじゃんと鏡

川」に決定しました。「とても、たくさん」を意

味する方言の「こじゃんと」。鏡川の魅力を東京・

青山で発信するのにぴったりのネーミングです。 

 

 

 個人ワークでは、商品をお客さんに紹介す

る際のアピールポイントを整理しました。フ

ィールドワークで事業者さんから聞いた地域

や商品への思いを振り返ったり、食べた時の

感動を思い出したりと、自分なりの言葉を探

してまとめました。 

 

 

 出店の方向性が見えてきたところで、当日

までにできること、やりたいこと、そしてまち

のコインの活用方法を出し合いました。「まだ

食べていない商品を味見してみたい」「土佐弁

で接客したいから、地元の人に習いたい」「ハ

ッシュタグを作って SNS で鏡川の情報を発信

したい」など、次々にアイデアが生まれました。 

 

 

 講座終了後、それぞれの興味関心に合わせて

鏡川流域 PR チーム、店舗レイアウトチーム、

SNS チームが発足、当日に向けて準備を進め

ています。得意なことや好きなことを生かして

取り組んでいる様子はとても楽しそう。今回の

ファーマーズマーケットが、自分らしく鏡川と

つながるきっかけにきっとなるはずです。 

 

 次回の講座は 2 月 12 日（日）、ついに青山ファーマーズマーケット出店です。来場者に

鏡川を知ってもらい、ファンを増やすことができるよう、楽しみつつ取り組んでいきます。 


